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は
じ
め
に

最
初
に
「
プ
ラ
ネ
タ
リ
ー
・
カ
ン
パ
ニ
ー
」
と
い
う
奇
妙
な
タ
イ
ト
ル
の
本
を
手
に
取
っ
て
く
だ
さ
っ
た
あ
な
た

に
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。
た
だ
、
も
し
か
し
た
ら
こ
の
本
は
あ
な
た
が
想
像
し
て
い
る
内
容
と
全
く
異
な
る
か
も

し
れ
な
い
。
こ
の
本
は
宇
宙
産
業
に
取
り
組
む
企
業
の
紹
介
で
も
な
け
れ
ば
、
惑
星
を
飛
び
回
っ
て
ビ
ジ
ネ
ス
展

開
す
る
未
来
の
企
業
を
描
い
た
Ｓ
Ｆ
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
で
も
な
い
。
本
書
は
あ
く
ま
で
こ
の
時
代
に
こ
の
惑
星
の
上

で
ビ
ジ
ネ
ス
展
開
す
る
企
業
と
そ
の
将
来
に
つ
い
て
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
。
い
さ
さ
か
回
り
道
の
多
い
道
程
で

は
あ
る
が
、
こ
の
惑
星
の
将
来
の
た
め
に
自
ら
の
役
割
、
あ
る
べ
き
経
営
を
追
求
す
る
企
業
、「
プ
ラ
ネ
タ
リ
ー
・

カ
ン
パ
ニ
ー
」
の
姿
を
探
す
旅
に
お
つ
き
合
い
い
た
だ
き
た
い
。

人
類
は
今
や
危
機
が
常
態
化
し
た
時
代
を
生
き
て
い
る
。
二
十
一
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
だ
け
で
も
、
二
〇
〇
一

年
九
月
十
一
日
に
発
生
し
た
米
国
同
時
多
発
テ
ロ
（Septem

ber 11

）、
二
〇
〇
八
年
九
月
十
五
日
の
米
国
投
資

銀
行
リ
ー
マ
ン
・
ブ
ラ
ザ
ー
ス
・
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
の
破
綻
に
端
を
発
す
る
世
界
的
な
金
融
危
機
（
リ
ー
マ
ン

シ
ョ
ッ
ク
）、
二
〇
一
一
年
三
月
十
一
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
と
そ
の
後
の
原
発
事
故
（
３
・
11
）、
そ
し
て

二
〇
二
〇
年
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
の
世
界
的
な
拡
大
と
、
お
よ
そ
五
年
に
一
度
の
頻
度
で
大
き
な
危
機

に
遭
遇
し
て
き
た
。

Septem
ber 11

を
き
っ
か
け
に
し
て
当
時
の
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
は
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
へ
侵
攻
し
た
、
さ
ら
に
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二
〇
〇
三
年
に
は
イ
ラ
ク
が
大
量
破
壊
兵
器
を
隠
し
持
っ
て
い
る
と
の
疑
惑
を
理
由
に
、
国
連
安
保
理
の
決
議
を

得
な
い
ま
ま
に
イ
ラ
ク
侵
攻
に
踏
み
切
っ
た
。
し
か
し
、
フ
セ
イ
ン
政
権
は
打
倒
し
た
も
の
の
、
大
量
破
壊
兵
器

は
見
つ
か
ら
ず
、
新
た
な
秩
序
の
構
築
に
も
失
敗
し
た
。
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
、
イ
ラ
ク
、
そ
の
後
の
タ
リ
バ
ン
、
ア

ル
カ
イ
ダ
へ
と
イ
ス
ラ
ム
原
理
主
義
テ
ロ
組
織
と
の
戦
い
は
長
期
化
し
、
米
国
の
国
民
は
北
米
大
陸
か
ら
遠
く
離

れ
た
中
東
や
西
ア
ジ
ア
で
続
く
戦
い
に
次
第
に
疑
問
を
抱
く
よ
う
に
な
る
。
中
国
が
二
〇
〇
一
年
の
Ｗ
Ｔ
Ｏ
加
盟

と
と
も
に
経
済
的
に
も
軍
事
的
に
も
急
激
に
台
頭
し
た
こ
と
も
あ
り
、
冷
戦
終
結
後
の
米
国
一
国
覇
権
の
状
況
は

終
わ
り
を
告
げ
た
。

二
〇
〇
八
年
の
リ
ー
マ
ン
・
ブ
ラ
ザ
ー
ス
・
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
の
破
綻
は
、
連
鎖
的
な
信
用
収
縮
に
よ
る

金
融
危
機
を
招
き
、
世
界
的
に
消
費
が
落
ち
込
ん
だ
。
金
融
不
安
に
よ
る
急
速
な
ド
ル
下
落
が
進
ん
だ
こ
と
も

あ
り
、
米
国
市
場
へ
の
依
存
が
大
き
い
各
国
の
輸
出
産
業
へ
ダ
メ
ー
ジ
が
広
が
り
、
世
界
経
済
は
大
幅
に
後
退

し
た
。
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
は
、
そ
れ
ま
で
の
世
界
的
な
金
融
自
由
化
の
流
れ
を
大
き
く
転
換
さ
せ
る
こ
と
と

な
っ
た
。
破
綻
す
れ
ば
世
界
経
済
へ
の
影
響
が
大
き
い
金
融
シ
ス
テ
ム
を
安
定
化
さ
せ
、
金
融
機
関
の
モ
ラ
ル

ハ
ザ
ー
ド
を
防
ぐ
た
め
に
規
制
強
化
の
動
き
が
広
が
り
、
過
度
の
金
融
資
本
主
義
に
転
機
が
訪
れ
た
。

３
・
11
以
前
は
、
地
球
温
暖
化
防
止
や
原
油
価
格
高
騰
へ
の
対
応
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
へ
の
対
応
策
と
し

て
二
十
一
世
紀
初
め
か
ら
原
子
力
発
電
が
見
直
さ
れ
、
原
子
力
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
の
到
来
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
新
興

国
に
と
っ
て
は
二
酸
化
炭
素
排
出
量
を
抑
え
な
が
ら
急
速
に
拡
大
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
に
対
応
す
る
た
め
、
先

進
国
に
と
っ
て
も
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
安
定
供
給
が
可
能
と
な
る
ま
で
の
現
実
的
な
対
応
と
し
て
、
原
子
力
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発
電
へ
の
期
待
が
高
ま
っ
て
い
た
。
し
か
し
福
島
の
原
発
事
故
に
よ
っ
て
状
況
は
一
変
し
、
ド
イ
ツ
な
ど
脱
原
発

政
策
を
掲
げ
る
国
が
増
加
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

二
十
一
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
人
類
が
経
験
し
た
三
つ
の
危
機
は
、
民
族
・
宗
教
、
金
融
、
資
源
・
エ
ネ
ル
ギ
ー

と
い
う
歴
史
の
中
で
常
に
対
立
や
摩
擦
の
火
種
と
な
っ
て
き
た
要
因
が
、
か
つ
て
な
い
規
模
で
世
界
に
衝
撃
を

与
え
た
も
の
だ
っ
た
。
そ
の
結
果
、
そ
れ
ま
で
の
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
潮
流
は
劇
的
に
転
換
し
た
。
し

か
し
、
二
〇
二
〇
年
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
（
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ–

19
）
の
感
染
拡
大
は
そ
れ
ら
を
は
る
か
に
超
え

る
「
大
転
換
」（T

he Great T
urning

）
を
も
た
ら
そ
う
と
し
て
い
る
。
二
〇
〇
二
年
の
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
（
重
症
急
性
呼

吸
器
症
候
群
）、
二
〇
〇
九
年
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
（
Ａ
／
Ｈ
１
Ｎ
１
）、
二
〇
一
二
年
の
Ｍ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
（
中
東
呼

吸
器
症
候
群
）
な
ど
二
十
一
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
も
感
染
症
の
広
範
囲
の
流
行
は
発
生
し
て
い
た
が
、
世
界
的
に

大
流
行
し
、
百
万
人
を
超
え
る
規
模
の
死
者
を
も
た
ら
す
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
と
い
う
意
味
で
は
、
今
回
の
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
は
一
九
一
八
年
の
ス
ペ
イ
ン
風
邪
以
来
約
一
〇
〇
年
ぶ
り
の
大
規
模
な
も
の
と
な
っ
た
。

大
規
模
自
然
災
害
や
テ
ロ
攻
撃
で
あ
っ
て
も
被
害
地
域
と
期
間
は
限
定
さ
れ
る
の
に
対
し
、
ウ
イ
ル
ス
感
染
は

数
ヶ
月
か
ら
場
合
に
よ
っ
て
は
数
年
に
わ
た
っ
て
世
界
中
で
人
々
の
命
を
危
険
に
さ
ら
し
、
経
済
活
動
を
停
滞

さ
せ
る
。
そ
の
圧
倒
的
パ
ワ
ー
を
前
に
、
従
来
型
の
金
融
政
策
、
財
政
政
策
も
効
果
が
限
ら
れ
る
こ
と
が
明
ら

か
と
な
っ
た
。
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
は
再
び
大
き
な
転
換
を
迫
ら
れ
て
い
る
。

一
方
で
、
デ
ジ
タ
ル
化
を
起
点
に
Ａ
Ｉ
や
デ
ー
タ
を
活
用
し
た
価
値
創
造
が
進
展
す
る
デ
ジ
タ
ル
・
ト
ラ
ン
ス

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｄ
Ｘ
）、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
や
Ｅ
Ｓ
Ｇ（
注
１
）投

資
の
拡
大
な
ど
コ
ロ
ナ
感
染
以
前
か
ら
続
く
経
済
社
会
の
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革
新
の
流
れ
は
今
後
も
加
速
し
て
い
く
。
そ
こ
に
は
大
き
な
希
望
と
可
能
性
が
控
え
て
い
る
が
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
の
経
験
も
踏
ま
え
て
解
決
す
べ
き
新
た
な
課
題
も
多
い
。

と
り
わ
け
「
安
定
と
秩
序
」
の
時
代
が
継
続
す
る
こ
と
を
前
提
に
、
効
率
最
優
先
で
進
め
ら
れ
た
企
業
の
グ

ロ
ー
バ
ル
展
開
は
、
複
合
化
す
る
リ
ス
ク
と
加
速
す
る
経
済
社
会
の
再
編
に
よ
っ
て
再
構
築
を
迫
ら
れ
て
い
る
。

先
進
国
の
企
業
だ
け
で
な
く
中
国
を
初
め
と
し
た
新
興
国
の
企
業
も
含
め
て
、
世
界
的
に
事
業
展
開
す
る
企
業

は
数
多
く
存
在
す
る
。
と
り
わ
け
欧
米
企
業
は
長
い
グ
ロ
ー
バ
ル
経
営
の
歴
史
を
有
し
、
企
業
理
念
、
経
営
ガ

バ
ナ
ン
ス
、
事
業
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
に
関
し
て
多
様
な
国
、
社
会
、
文
化
の
中
で
一
つ
の
企
業
と
し
て
事

業
展
開
す
る
際
の
経
営
の
普
遍
性
を
追
求
し
て
き
た
。
経
営
学
に
お
い
て
も
多
国
籍
企
業
、
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
、

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
企
業
、
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
企
業
な
ど
様
々
な
名
称
で
こ
れ
ま
で
も
類
型
化
が
行
わ

れ
て
き
た
。
そ
の
際
、
視
座
と
さ
れ
て
き
た
の
は
、
事
業
拠
点
は
様
々
な
国
に
あ
っ
て
も
、
一
つ
の
企
業
と
し

て
ど
の
よ
う
に
機
能
や
権
限
の
「
分
散
」
と
全
体
の
「
統
合
」
を
両
立
し
、成
果
（
利
益
）
の
最
大
化
を
図
る
か

と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
現
代
の
複
雑
化
す
る
世
界
情
勢
の
中
で
、「
統
合
」
と
「
分
散
」
だ
け
で
グ

ロ
ー
バ
ル
経
営
の
あ
る
べ
き
姿
を
考
え
る
こ
と
は
も
は
や
無
理
が
あ
る
。

戦
後
の
安
定
し
た
国
際
秩
序
が
大
き
く
揺
ら
ぎ
、
地
球
環
境
問
題
が
深
刻
化
す
る
な
ど
、
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
が

直
面
す
る
課
題
が
様
々
な
形
で
企
業
経
営
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。
自
然
災
害
の
増
加
、
国
家
間
の
貿
易
や
技

術
を
め
ぐ
る
対
立
な
ど
企
業
行
動
へ
の
制
約
も
広
が
り
つ
つ
あ
る
。
企
業
は
世
界
で
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
、
あ
る

い
は
起
こ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
を
冷
静
に
、
か
つ
包
括
的
に
見
据
え
る
視
座
を
も
っ
て
対
応
す
る
こ
と
が
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自
ら
の
存
亡
の
た
め
に
不
可
欠
と
な
っ
て
い
る
。
困
難
な
課
題
を
前
に
躊
躇
す
る
こ
と
な
く
、「
不
都
合
な
真
実
」

に
も
目
を
逸
ら
す
こ
と
な
く
、
課
題
の
本
質
と
全
体
像
を
理
解
し
た
上
で
経
営
を
遂
行
す
る
こ
と
だ
。

足
元
の
現
実
の
深
刻
さ
を
受
け
止
め
た
う
え
で
、
個
別
の
事
象
に
着
目
し
て
詳
細
に
分
析
す
る
「
虫
の
目
」、

個
々
の
事
象
の
全
体
像
を
俯
瞰
し
て
解
析
す
る
「
鳥
の
目
」
に
加
え
て
、
地
球
の
外
の
惑
星
（
プ
ラ
ネ
ッ
ト
）
か

ら
も
う
ひ
と
つ
の
惑
星
と
し
て
の
地
球
を
自
然
、
人
間
、
社
会
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
シ
ス
テ
ム
と
し
て
捉
え

る
「
惑
星
（
か
ら
）
の
目
」
と
い
う
も
う
ひ
と
つ
の
視
座
で
も
考
え
て
み
た
い
。
現
在
の
混
迷
を
超
え
て
、こ
の

惑
星
の
未
来
を
切
り
開
く
途み
ち

が
あ
る
と
す
れ
ば
、
こ
の
惑
星
で
活
動
す
る
全
て
の
主
体
が
今
以
上
の
責
任
と
役

割
を
担
う
必
要
が
あ
る
。
と
り
わ
け
経
済
活
動
の
主
体
で
あ
る
企
業
の
役
割
は
大
き
い
。

（
注
１
）
Ｅ
Ｓ
Ｇ
投
資
と
は
、
環
境
（Environm

ent

）、
社
会
（Social

）、
企
業
統
治
（Governance

）
に
配
慮
し

た
企
業
を
重
視
、
選
別
し
て
行
わ
れ
る
投
資
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第
１
章　

退
潮
す
る
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
、
不
安
定
化
す
る
世
界

１　

ビ
ー
ト
ル
ズ
と
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン

戦
後
の
世
界
を
動
か
す
起
動
力
と
な
っ
て
き
た
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
は
そ
も
そ
も
何
だ
っ
た
の
か
。
そ

し
て
、
我
々
が
立
っ
て
い
る
足
元
の
世
界
は
時
間
軸
の
中
で
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
か
。
過
去
か
ら

未
来
へ
と
時
間
軸
を
広
げ
て
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
が
直
面
す
る
課
題
を
多
軸
的
に
見
て
み
よ
う
。
ま
ず
は
歴
史
を

一
九
六
〇
年
代
ま
で
遡
っ
て
英
国
の
四
人
の
若
者
の
物
語
か
ら
始
め
た
い
。

一
九
六
〇
年
代
か
ら
七
〇
年
代
に
か
け
て
世
界
の
若
者
を
熱
狂
さ
せ
た
ビ
ー
ト
ル
ズ
の
四
人
の
メ
ン
バ
ー
が

生
ま
れ
育
っ
た
の
は
、英
国
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
北
西
部
に
位
置
す
る
港
湾
都
市
リ
バ
プ
ー
ル
で
あ
る
。リ
バ
プ
ー
ル

に
は
一
七
世
紀
に
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
北
米
と
の
貿
易
が
盛
ん
に
な
る
と
と
も
に
商
業
都
市
と
し
て
栄
え
、
一
九
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世
紀
に
は
ア
メ
リ
カ
大
陸
、西
イ
ン
ド
諸
島
と
の
三
角
貿
易
の
拠
点
と
し
て
発
展
し
た
。大
西
洋
を
臨
む
こ
の
街

の
公
園
に
は
、
ア
メ
リ
カ
大
陸
へ
移
住
し
て
い
っ
た
若
い
家
族
の
銅
像
が
あ
る
。
か
つ
て
は
多
く
の
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
人
々
が
、
リ
バ
プ
ー
ル
の
港
か
ら
新
大
陸
へ
の
夢
を
抱
い
て
旅
立
っ
て
い
っ
た
。

音
楽
で
の
成
功
を
夢
見
た
リ
バ
プ
ー
ル
の
四
人
の
若
者
は
、
一
九
六
二
年
一
〇
月
に
「
ラ
ヴ
・
ミ
ー
・
ド
ゥ
」
で

デ
ビ
ュ
ー
し
、
瞬
く
間
に
英
国
の
音
楽
シ
ー
ン
を
席
巻
し
て
い
く
。
一
九
六
四
年
一
月
に
は
欧
州
大
陸
に
渡
り
フ

ラ
ン
ス
公
演
、
二
月
に
は
大
西
洋
を
越
え
て
米
国
の
首
都
ワ
シ
ン
ト
ン
に
乗
り
込
み
ワ
シ
ン
ト
ン
・
コ
ロ
シ
ア
ム

で
初
の
米
国
公
演
を
行
っ
た
。
今
で
は
信
じ
ら
れ
な
い
よ
う
な
こ
と
だ
が
、
ビ
ー
ト
ル
ズ
以
前
に
、
英
国
か
ら
米

国
へ
進
出
し
て
成
功
し
た
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
は
皆
無
に
近
か
っ
た
。
勢
い
は
止
ま
ら
ず
、
六
月
か
ら
は
デ
ン
マ
ー

ク
、
オ
ラ
ン
ダ
、
香
港
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
を
回
る
世
界
ツ
ア
ー
を
敢
行
、
日
本
公
演
を

行
っ
た
一
九
六
六
年
に
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
な
ど
ア
ジ
ア
の
国
も
駆
け
抜
け
て
い
っ
た
。

前
年
の
一
九
六
五
年
に
は
、
ロ
ッ
ク
・
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
と
し
て
初
め
て
大
英
帝
国
勲
章
（
Ｍ
Ｂ
Ｅ
）
を
授
与

さ
れ
た（
注
１
）の
だ
が
、
そ
の
理
由
は
「
英
国
経
済
が
低
迷
す
る
中
、
レ
コ
ー
ド
、
映
画
な
ど
を
通
じ
外
貨
獲
得
に
貢
献

し
た
」
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。
メ
ン
バ
ー
の
中
で
最
も
若
い
ジ
ョ
ー
ジ
・
ハ
リ
ソ
ン
は
ま
だ
二
十
二
歳
、
年
長
の

ジ
ョ
ン
・
レ
ノ
ン
、
リ
ン
ゴ
・
ス
タ
ー
で
も
ま
だ
二
十
五
歳
の
若
さ
で
あ
っ
た
。

ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
の
西
側
に
位
置
す
る
英
国
は
、
中
世
の
時
代
か
ら
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
し
た
今
日
ま
で
世

界
と
の
通
商
の
恩
恵
を
最
も
享
受
し
て
き
た
国
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
ビ
ー
ト
ル
ズ
の
成
功
も
、
若
者
向
け
の
音
楽

が
世
界
市
場
を
視
野
に
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
成
立
す
る
こ
と
を
示
す
先
駆
け
と
な
り
、
そ
の
後
も
数
多
く
の
若
い
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ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
が
英
国
か
ら
世
界
に
羽
ば
た
い
て
い
っ
た
。

そ
の
英
国
が
、
世
界
最
大
の
単
一
統
合
市
場
で
あ
る
Ｅ
Ｕ
か
ら
離
れ
る
決
断
を
し
た
こ
と
は
世
界
に
衝
撃
を
与

え
た
。
第
二
次
大
戦
後
の
世
界
経
済
の
発
展
は
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
拡
大
、
す
な
わ
ち
ヒ
ト
、
モ
ノ
、

カ
ネ
の
自
由
な
移
動
が
二
国
間
、
多
国
間
、
地
域
な
ど
で
重
層
的
に
進
む
こ
と
に
よ
る
、
自
由
な
取
引
市
場
の
世

界
的
な
拡
大
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
き
た
。
と
り
わ
け
英
国
は
、
一
九
七
九
年
に
首
相
に
就
任
し
た
マ
ー
ガ
レ
ッ

ト
・
サ
ッ
チ
ャ
ー
が
主
導
し
た
サ
ッ
チ
ャ
リ
ズ
ム
と
呼
ば
れ
る
経
済
政
策
に
よ
っ
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
が
ビ
ジ

ネ
ス
を
展
開
し
や
す
い
市
場
重
視
の
環
境
整
備
に
お
い
て
も
世
界
を
リ
ー
ド
し
た
。
サ
ッ
チ
ャ
リ
ズ
ム
は
、
そ
の

後
米
国
の
レ
ー
ガ
ノ
ミ
ク
ス
に
つ
な
が
り
、
冷
戦
終
結
を
経
て
市
場
化
の
流
れ
は
世
界
に
広
が
っ
た
。
今
や
地
球

上
の
人
口
の
九
割
以
上
が
グ
ロ
ー
バ
ル
な
市
場
経
済
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
中
に
組
み
込
ま
れ
、
発
展
途
上
国
で
あ
っ

て
も
、
外
国
資
本
へ
の
開
放
政
策
な
ど
を
取
る
こ
と
に
よ
り
、
成
長
の
機
会
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。

グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
思
想
的
背
景
に
は
、
市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
国
境
の
壁
を
越
え
て
貫
徹
す
れ
ば
、
グ

ロ
ー
バ
ル
に
資
源
の
最
適
配
分
が
達
成
さ
れ
る
と
い
う
、
古
典
的
な
経
済
学
が
前
提
と
す
る
素
朴
な
市
場
へ
の
オ

プ
テ
ィ
ミ
ズ
ム
が
存
在
す
る
。
確
か
に
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
進
展
は
、
先
進
国
、
新
興
国
を
問
わ
ず
多
く

の
国
・
地
域
の
経
済
発
展
に
貢
献
し
て
き
た
。
一
方
で
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
が
進
ん
で
も
、
国
家
は
国
内
の

経
済
的
福
祉
（
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
）
の
向
上
を
図
る
責
任
を
放
棄
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
た
が
っ
て
国
家
を
主
導

す
る
立
場
に
あ
る
各
国
の
政
治
リ
ー
ダ
ー
も
多
く
の
政
治
家
も
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
部
分
か
ら
離
れ
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
個
人
が
経
済
的
福
祉
の
多
く
を
国
家
に
依
存
す
る
状
況
が
変
わ
る
こ
と
も
な
い
。
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第
８
章　

Geo-environm
ent

：
切
迫
化
す
る
環
境
危
機

１　
「
世
代
」
の
反
乱

二
〇
一
八
年
八
月
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
高
校
生
グ
レ
タ
・
ト
ゥ
ー
ン
ベ
リ
（Greta T

hunberg

）
は
、
地
球
温

暖
化
対
策
に
真
摯
に
取
り
組
む
こ
と
を
求
め
て
「
気
候
の
た
め
の
学
校
ス
ト
ラ
イ
キ
」（School Clim

ate Strike

）

と
い
う
看
板
を
掲
げ
、
議
会
の
外
で
呼
び
か
け
る
活
動
を
始
め
た
。
や
が
て
彼
女
の
活
動
は
学
生
た
ち
が
毎
週
金

曜
日
に
学
校
を
休
ん
で
政
府
に
気
候
変
動
に
対
す
る
行
動
を
求
め
る｢

未
来
の
た
め
の
金
曜
日
」（Fridays For 

Future

）
と
い
う
活
動
に
発
展
し
た
。
十
一
月
に
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
国
会
議
事
堂
前
で
政
府
に
年
間
一
五
％
の

炭
素
排
出
量
削
減
を
求
め
て
二
週
間
の
ス
ト
ラ
イ
キ
を
行
っ
た
。
十
二
月
の
Ｃ
Ｏ
Ｐ
24
で
彼
女
が
ス
ピ
ー
チ
を
行

う
と
、｢

未
来
の
た
め
の
金
曜
日｣

は
世
界
各
地
に
広
が
っ
た
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二
〇
一
九
年
三
月
十
五
日
、
世
界
各
国
で
百
万
人
以
上
の
「
Ｚ
世
代
」
と
呼
ば
れ
る
一
九
九
〇
年
代
後
半
か
ら

二
〇
〇
〇
年
生
ま
れ
ま
で
の
世
代
の
若
者
た
ち
が
学
校
の
授
業
を
欠
席
し
、「
ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
」
と
呼
ば
れ
る

一
九
八
〇
年
代
か
ら
一
九
九
〇
年
代
半
ば
生
ま
れ
の
先
輩
た
ち
と
と
も
に
、大
規
模
な
街
頭
デ
モ
に
参
加
し
た
。世

界
一
二
八
ヶ
国
で
行
わ
れ
た
二
〇
〇
〇
以
上
の
デ
モ
に
一
五
〇
万
人
以
上
の
若
者
た
ち
が
参
加
し
、
地
球
全
体
で

脱
炭
素
社
会
へ
の
転
換
を
進
め
る
こ
と
の
必
要
性
を
訴
え
た
。
秋
に
な
る
と
デ
モ
は
さ
ら
に
規
模
と
広
が
り
を
増

し
た
。
九
月
二
〇
日
に
は
一
六
一
ヶ
国
で
約
四
〇
〇
万
人
が
参
加
し
て
史
上
最
大
の
環
境
デ
モ
と
な
っ
た
。
グ
レ

タ
・
ト
ゥ
ー
ン
ベ
リ
は
「
タ
イ
ム
」
誌
の
二
〇
一
九
年｢

パ
ー
ソ
ン
・
オ
ブ
・
ザ
・
イ
ヤ
ー｣

に
選
ば
れ
、
世
代

の
象
徴
的
存
在
と
な
っ
た
。

２　

エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
を
優
先
す
る
ト
ラ
ン
プ
政
権

グ
レ
タ
・
ト
ゥ
ー
ン
ベ
リ
に
「
科
学
者
の
声
を
聞
き
科
学
に
基
づ
い
て
団
結
し
て
行
動
し
て
ほ
し
い
」
と
呼
び

か
け
ら
れ
た
米
国
の
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
、
就
任
以
来
、
気
候
変
動
問
題
へ
の
国
際
的
な
取
り
組
み
か
ら
明
ら
か

に
距
離
を
置
い
て
き
た
。
二
〇
一
七
年
に
天
然
ガ
ス
の
純
輸
出
国
と
な
り
、
二
〇
二
〇
年
に
は
石
油
の
純
輸
出
国

と
な
る
な
ど
資
源
大
国
と
な
っ
た
米
国
は
、「
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
立
」
の
先
に
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
覇
権
」
を
展
望
し
た
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
戦
略
利
用
に
よ
る
新
た
な
安
全
保
障
の
枠
組
み
構
築
を
優
先
し
て
い
る
。

オ
バ
マ
政
権
の
時
代
に
世
界
的
に
火
力
発
電
所
へ
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
削
減
圧
力
が
高
ま
る
中
で
、
Ｃ
Ｏ
２
の
排
出
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規
制
な
ど
を
織
り
込
ん
で
策
定
さ
れ
た
「
ク
リ
ー
ン
・
パ
ワ
ー
プ
ラ
ン
」
に
つ
い
て
も
、
二
〇
一
七
年
十
月
、
石

炭
産
業
の
再
興
を
目
指
す
と
し
て
撤
廃
を
発
表
し
た
。
ま
た
、
環
境
規
制
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
や
自
動
車
産
業
な

ど
米
国
の
基
幹
産
業
に
与
え
る
悪
影
響
を
排
除
す
る
と
し
て
、
連
邦
政
府
の
自
動
車
の
燃
費
基
準
、
石
炭
や
天
然

ガ
ス
の
掘
削
規
制
、
メ
タ
ン
ガ
ス
排
出
規
制
な
ど
も
緩
和
し
た
。

ト
ラ
ン
プ
政
権
は
二
〇
一
六
年
の
大
統
領
選
で
の
公
約
通
り
、
気
候
変
動
へ
の
国
際
的
取
り
組
み
を
定
め
た
パ

リ
協
定
に
つ
い
て
も
、
米
国
に
不
公
平
な
経
済
的
負
担
を
強
い
る
も
の
だ
と
し
て
、
二
〇
一
七
年
六
月
に
離
脱
を

宣
言
し
、
発
効
か
ら
三
年
が
経
過
し
離
脱
の
手
続
き
開
始
が
可
能
と
な
っ
た
二
〇
一
九
年
十
一
月
に
正
式
に
通
告

し
た
。
実
際
の
離
脱
は
通
告
か
ら
一
年
後
の
二
〇
二
〇
年
十
一
月
四
日
、
す
な
わ
ち
二
〇
二
〇
年
大
統
領
選
の
投

票
日
の
翌
日
と
な
る
た
め
、
大
統
領
選
の
結
果
が
今
後
の
米
国
の
環
境
政
策
だ
け
で
な
く
、
世
界
の
温
暖
化
対
策

の
将
来
に
も
大
き
く
影
響
す
る
。

３　

民
主
党
の
グ
リ
ー
ン
・
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
政
策

ト
ラ
ン
プ
政
権
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
は
、
も
と
も
と
温
暖
化
対
策
に
積
極
的
で
は
な
い
共
和
党
の
伝
統
的
な
政

策
に
従
っ
た
も
の
で
、
過
去
と
比
べ
特
に
極
端
な
政
策
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
対
抗
す
る
民
主
党
の
政
策
は
ど

う
か
。
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
再
選
を
目
指
す
共
和
党
に
対
し
て
、
バ
イ
デ
ン
前
副
大
統
領
を
候
補
者
と
す
る
民
主

党
は
、
グ
リ
ー
ン
・
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
（
Ｇ
Ｎ
Ｄ: Green N

ew
 D

eal
）
政
策
を
掲
げ
て
現
政
権
へ
の
対
抗
軸
を
明
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確
に
し
て
い
る
。
民
主
党
の
Ｇ
Ｎ
Ｄ
政
策
は
、
も
と
も
と
は
オ
バ
マ
前
大
統
領
時
代
の
二
〇
〇
九
年
に
、
リ
ー
マ

ン
シ
ョ
ッ
ク
後
の
金
融
危
機
の
中
で
景
気
対
策
の
一
環
で
進
め
ら
れ
た
も
の
だ
。
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
へ
一
〇

年
間
で
一
五
〇
〇
億
ド
ル
集
中
投
資
す
る
こ
と
に
よ
り
経
済
再
生
と
五
〇
〇
万
人
の
新
規
雇
用
創
出
を
目
指
す
も

の
だ
っ
た
。

新
た
な
Ｇ
Ｎ
Ｄ
政
策
は
、温
室
効
果
ガ
ス
排
出
ゼ
ロ
を
目
指
す
こ
と
を
掲
げ
、電
源
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
化
、イ

ン
フ
ラ
の
更
新
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
化
、
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
自
動
車
の
普
及
、
高
速
鉄
道
へ
の
投
資
な
ど
を
盛

り
込
ん
で
い
る
。
民
主
党
支
持
層
の
中
核
と
な
り
つ
つ
あ
る
ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
の
関
心
も
踏
ま
え
て
、
地
球
環
境

問
題
へ
の
積
極
的
な
対
応
を
含
む
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
も
と
も
と
は
二
〇
一
九
年
二
月
に
民
主
党
左
派
の
オ
カ

シ
オ
＝
コ
ル
テ
ス
下
院
議
員
と
エ
ド
・
マ
ー
キ
ー
上
院
議
員
に
よ
っ
て
議
会
に
提
出
さ
れ
、
共
和
党
が
多
数
を
占

め
る
上
院
で
は
否
決
さ
れ
た
が
、
そ
の
後
の
民
主
党
の
大
統
領
候
補
選
の
中
で
有
力
候
補
全
員
が
支
持
し
、
ト
ラ

ン
プ
政
権
に
対
抗
す
る
民
主
党
の
重
要
政
策
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
。

民
主
党
左
派
が
主
導
し
て
き
た
政
策
で
あ
る
た
め
中
道
派
の
バ
イ
デ
ン
氏
が
実
際
に
大
統
領
に
就
任
し
た
場
合

に
、
ど
こ
ま
で
実
行
に
移
す
か
は
不
透
明
な
面
も
残
る
。
一
方
で
、
米
国
が
環
境
政
策
を
大
転
換
し
て
パ
リ
協
定

へ
復
帰
し
、
炭
素
税
な
ど
カ
ー
ボ
ン
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
導
入
に
向
け
て
動
き
出
す
可
能
性
も
出
て
く
る
。
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４　

深
刻
化
す
る
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
問
題
とE-w

aste
地
球
環
境
の
持
続
性
が
問
わ
れ
る
も
う
一
つ
の
課
題
は
資
源
と
廃
棄
物
の
問
題
だ
。
と
り
わ
け
、
近
年
は
深
刻

化
す
る
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
問
題
に
世
界
の
注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
。
国
連
に
よ
る
と
、
毎
年
八
〇
〇
万

ト
ン
以
上
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
が
海
洋
に
流
れ
込
み
、
そ
の
総
量
は
既
に
一
億
五
千
万
ト
ン
を
超
え
て
い
る
。

二
〇
五
〇
年
に
は
地
球
上
に
生
息
す
る
魚
の
重
量
を
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の
重
量
が
上
回
る
と
も
予
測
さ
れ
て
い

る
。
ウ
ミ
ガ
メ
が
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
ポ
リ
袋
を
ク
ラ
ゲ
と
間
違
え
て
食
べ
た
り
、
廃
棄
さ
れ
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製

の
漁
業
網
に
絡
ま
っ
て
ク
ジ
ラ
や
海
鳥
が
窒
息
死
す
る
な
ど
、
被
害
の
報
告
が
世
界
中
で
後
を
絶
た
な
い
。
海
流

で
漂
流
し
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
が
雨
や
波
、
紫
外
線
に
よ
っ
て
五
ミ
リ
以
下
の
粒
子
に
砕
か
れ
た
マ
イ
ク
ロ
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
を
海
洋
生
物
が
餌
と
間
違
え
て
食
べ
れ
ば
、
そ
の
後
の
食
物
連
鎖
で
人
間
の
体
内
に
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

が
取
り
込
ま
れ
る
。
二
〇
一
九
年
六
月
の
Ｇ
20
大
阪
サ
ミ
ッ
ト
で
は
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
二
〇
五
〇
年
ま
で
に

ゼ
ロ
に
す
る
目
標
に
つ
い
て
各
国
間
で
一
応
の
合
意
が
な
さ
れ
た
が
、
実
行
の
枠
組
み
作
り
は
こ
れ
か
ら
と
い
う

状
況
に
あ
る
。

海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
問
題
と
同
様
に
深
刻
な
も
う
一
つ
の
問
題
がE-w

aste

、
す
な
わ
ち
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス

製
品
の
廃
棄
物
で
あ
る
。
国
連
大
学
、Ｉ
Ｔ
Ｕ
（
国
際
電
気
通
信
連
合
）
な
ど
が
実
施
し
て
い
る
「Global E-w

aste 
M

onitor 2017

」
に
よ
る
と
、
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ホ
の
世
界
的
な
急
増
に
よ
り
、
二
〇
一
六
年
のE-w

aste

発
生
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量
は
四
四
七
〇
万
ト
ン
で
、
二
〇
一
四
年
比
で
三
三
〇
万
ト
ン
と
八
％
増
加
し
て
い
る
。
さ
ら
に
二
〇
二
一
年
ま

で
に
一
七
％
増
え
、
五
二
二
〇
万
ト
ン
と
な
る
見
通
し
で
、
世
界
の
一
般
廃
棄
物
の
中
で
最
も
急
速
な
拡
大
が
続

く
。E-w

aste

の
総
蓄
積
量
は
二
〇
一
三
年
時
点
で
既
に
五
億
七
七
〇
〇
万
ト
ン
に
達
し
た
と
試
算
さ
れ
て
い
る
。

世
界
のE-w

aste

の
う
ち
、
ゴ
ミ
廃
棄
場
で
処
分
さ
れ
る
も
の
は
わ
ず
か
四
％
に
す
ぎ
な
い
。
回
収
・
再
利
用

さ
れ
る
も
の
も
二
〇
％
に
す
ぎ
ず
、
残
り
の
七
六
％
は
、
①
焼
却
も
し
く
は
埋
め
立
て
ら
れ
る
、
②
非
公
式
に
処

分
業
者
に
渡
さ
れ
る
、
③
家
庭
に
放
置
さ
れ
る
、
の
い
ず
れ
か
の
状
態
に
あ
る
。
先
進
国
か
ら
、
中
国
、
東
南
ア

ジ
ア
、
欧
州
の
非
Ｅ
Ｕ
加
盟
国
な
ど
に
「
リ
ユ
ー
ス
品
」（
有
価
物
）
と
し
て
輸
出
さ
れ
た
も
の
の
中
に
は
、
実
際

に
は
使
い
物
に
な
ら
な
い
「
廃
棄
物
」
に
近
い
も
の
も
多
く
、
こ
れ
ら
は
レ
ア
メ
タ
ル
や
貴
金
属
を
抜
き
取
ら
れ

た
後
、
山
や
川
に
投
棄
さ
れ
る
か
、
規
制
が
緩
い
ア
フ
リ
カ
諸
国
に
流
れ
て
い
る
の
が
実
態
だ
。

５　

サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー

消
費
が
増
え
れ
ば
消
費
さ
れ
る
モ
ノ
を
作
る
た
め
に
よ
り
多
く
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
資
源
が
必
要
と
な
る
。
ク
ル

マ
を
運
転
し
て
い
る
時
だ
け
で
な
く
、
車
庫
に
駐
め
て
あ
る
電
気
自
動
車
を
作
る
た
め
に
も
、
車
庫
を
作
る
た
め

に
も
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
資
源
が
使
わ
れ
る
。
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
抑
制
だ
け
で
は
、
将
来
の
経
済
成
長
が
も
た

ら
す
地
球
の
持
続
性
の
危
機
を
止
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
地
球
環
境
に
と
っ
て
今
後
の
も
う
一
つ
の
大
き
な
問

題
は
資
源
の
限
界
だ
。
人
間
の
活
動
が
環
境
に
与
え
る
負
荷
を
資
源
の
再
生
産
お
よ
び
廃
棄
物
の
浄
化
に
必
要
な
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第
15
章　

グ
ロ
ー
バ
ル
経
営
の
歴
史

１　

世
界
地
図
と
地
政
学
的
大
局
観

三
〇
歳
を
過
ぎ
た
頃
か
ら
海
外
出
張
が
多
く
な
り
、
世
界
地
図
を
な
が
め
る
機
会
が
増
え
た
。
そ
れ
ま
で
世
界

地
図
は
万
国
共
通
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い
た
が
、
一
九
八
六
年
に
中
国
の
政
府
機
関
を
訪
問
し
た
際
に
壁

に
貼
ら
れ
て
い
た
地
図
を
見
る
と
、
朝
鮮
半
島
は
統
一
さ
れ
た
ひ
と
つ
の
国
と
な
っ
て
お
り
、
首
都
は
ピ
ョ
ン
ヤ

ン
だ
っ
た
。
世
界
に
は
多
種
類
の
世
界
地
図
が
存
在
し
、
そ
れ
は
各
々
の
時
代
の
国
家
の
立
場
と
利
害
を
反
映
し

た
も
の
な
の
だ
。

ど
の
国
を
真
ん
中
に
置
い
た
世
界
地
図
か
に
よ
っ
て
も
世
界
の
見
え
方
は
大
き
く
異
な
る
。
自
国
が
真
ん
中
に

あ
る
世
界
地
図
を
見
慣
れ
て
し
ま
う
と
、
ど
う
し
て
も
自
国
中
心
に
世
界
が
動
い
て
い
る
か
の
よ
う
に
考
え
る
。
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極
東
の
島
国
で
あ
る
日
本
が
真
ん
中
に
あ
る
世
界
地
図
を
見
慣
れ
て
し
ま
う
と
、
思
わ
ぬ
錯
覚
に
陥
る
こ
と
も
あ

る
。
二
〇
一
五
年
に
南
ア
フ
リ
カ
共
和
国
の
ケ
ー
プ
タ
ウ
ン
に
出
張
す
る
機
会
が
あ
っ
た
。
出
掛
け
る
前
に
、
何

人
か
の
同
僚
や
友
人
が
心
配
し
て
、「
エ
ボ
ラ
は
大
丈
夫
か
」、
と
声
を
か
け
て
く
れ
た
。
二
〇
一
四
年
に
エ
ボ
ラ

出
血
熱
が
大
流
行
し
た
ギ
ニ
ア
、
リ
ベ
リ
ア
、
シ
エ
ラ
レ
オ
ネ
の
西
ア
フ
リ
カ
三
ヶ
国
と
ア
フ
リ
カ
大
陸
の
南
端

に
近
い
ケ
ー
プ
タ
ウ
ン
で
は
同
じ
ア
フ
リ
カ
大
陸
と
は
い
っ
て
も
直
線
距
離
で
五
千
キ
ロ
以
上
離
れ
て
い
る
。
こ

の
距
離
を
考
え
る
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
し
て
い
る
の
で
、
日
本
に
行
っ
て
大
丈
夫
か
、

と
言
っ
て
い
る
に
等
し
い
心
配
な
の
だ
が
、
日
本
か
ら
ア
フ
リ
カ
大
陸
ま
で
の
距
離
の
遠
さ
の
感
覚
が
ま
ず
あ
っ

て
、
ア
フ
リ
カ
大
陸
自
体
の
広
大
さ
へ
の
距
離
感
が
つ
か
み
に
く
く
な
っ
て
い
る
の
だ
。

 

以
前
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
勤
務
し
て
い
た
時
は
、
執
務
机
の
横
に
東
南
ア
ジ
ア
が
中
心
に
あ
る
世
界
地
図
を

貼
っ
て
い
た
。
こ
の
地
図
で
は
、シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
位
置
す
る
マ
レ
ー
半
島
を
中
心
に
東
に
南
シ
ナ
海
、西
に
ベ
ン

ガ
ル
湾
、
イ
ン
ド
洋
と
広
大
な
海
洋
が
広
が
っ
て
い
て
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
各
国
か
ら
イ
ン
ド
ま
で
、
海
で
つ
な
が
っ

て
い
る
こ
と
が
よ
く
わ
か
る
。
歴
史
を
さ
か
の
ぼ
れ
ば
、
近
代
世
界
史
に
お
け
る
経
済
交
流
の
中
心
は
、
東
南
ア

ジ
ア
、
イ
ン
ド
洋
を
中
心
と
し
た
海
域
だ
っ
た
。
十
四
世
紀
に
は
環
イ
ン
ド
洋
経
済
圏
に
イ
ス
ラ
ム
文
化
が
広
が

り
、
東
シ
ナ
海
、
南
シ
ナ
海
は
中
国
の
影
響
下
に
あ
っ
て
、
こ
の
地
域
を
通
じ
て
二
つ
の
文
明
が
交
差
し
て
い
た
。

か
つ
て
民
俗
学
者
の
梅
棹
忠
夫
は
、
東
洋
と
西
洋
の
間
に
、
い
ず
れ
に
も
属
さ
な
い
「
中
洋
」
が
あ
る
こ
と
、
そ

れ
は
海
洋
で
は
イ
ン
ド
洋
を
中
心
と
し
た
地
域
で
あ
る
と
指
摘
し
た
。
西
洋
、
す
な
わ
ち
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
人
々
は

イ
ン
ド
洋
を
介
し
て
多
く
の
物
品
を
持
ち
返
り
、
そ
れ
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
繁
栄
を
も
た
ら
し
た
の
だ
。
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長
い
歴
史
の
変
遷
を
経
て
、現
在
で
は
東
南
ア
ジ
ア
、イ
ン
ド
洋
を
め
ぐ
る
地
域
が
再
び
世
界
の
貿
易
、経
済
発

展
を
つ
な
ぐ
最
も
重
要
な
シ
ー
レ
ー
ン
と
な
っ
て
い
る
。
中
国
は
こ
の
地
域
に
「
海
の
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
」
の
構
築

を
提
唱
し
、
周
辺
国
の
港
湾
整
備
な
ど
イ
ン
フ
ラ
構
築
支
援
を
進
め
る
こ
と
に
よ
り
関
与
を
深
め
よ
う
と
し
て
い

る
。
歴
史
上
、
こ
の
地
域
を
経
由
し
た
貿
易
の
メ
リ
ッ
ト
を
享
受
し
て
最
初
に
経
済
発
展
を
遂
げ
た
の
は
、
ユ
ー

ラ
シ
ア
大
陸
の
両
端
に
あ
る
「
海
洋
国
家
」
英
国
と
日
本
で
あ
る
。
こ
の
地
域
の
安
定
と
発
展
は
、
今
後
の
日
本

に
と
っ
て
も
極
め
て
重
要
で
あ
り
、
確
か
な
座
標
軸
を
も
っ
て
新
た
な
「
海
図
」
を
描
く
べ
き
時
で
あ
る
。

い
つ
の
時
代
に
お
い
て
も
国
家
や
大
き
な
組
織
の
リ
ー
ダ
が
、
座
標
軸
を
失
い
、
進
む
べ
き
方
向
を
誤
れ
ば
後

に
大
変
な
損
失
を
も
た
ら
す
。
危
機
の
常
態
化
す
る
時
代
に
お
い
て
は
政
治
リ
ー
ダ
ー
に
限
ら
ず
経
営
者
も
ま
た

過
去
の
歴
史
や
将
来
の
展
望
、
地
域
の
動
向
も
踏
ま
え
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
視
座
で
判
断
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
。

２　

グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
企
業
経
営

か
つ
て
経
営
学
者
ピ
ー
タ
ー
・
ド
ラ
ッ
カ
ー
は
グ
ロ
ー
バ
ル
経
営
を
考
え
る
際
の
視
座
と
し
て
、“T

hink  
Globally, A

ct Locally”

の
重
要
性
を
挙
げ
て
い
る
。
経
済
活
動
が
グ
ロ
ー
バ
ル
に
広
が
る
中
で
、国
ご
と
に
異

な
る
市
場
や
事
業
環
境
に
対
応
し
つ
つ
、
グ
ロ
ー
バ
ル
に
統
合
さ
れ
た
競
争
力
あ
る
経
営
を
い
か
に
確
立
す
る
か

は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
経
営
を
追
求
す
る
企
業
に
と
っ
て
常
に
重
要
課
題
で
あ
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
が
直
面
す
る
課
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題
が
経
済
、
安
全
保
障
、
環
境
な
ど
広
範
囲
に
わ
た
り
、
か
つ
深
刻
化
す
る
今
日
、
改
め
て
こ
の
言
葉
に
着
目
し

て
み
た
い
。

第
二
次
大
戦
後
、
世
界
は
ほ
ぼ
一
貫
し
て
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
潮
流
の
中
に
あ
っ
た
。
と
り
わ
け

一
九
九
一
年
の
冷
戦
終
結
以
降
は
、
国
境
を
越
え
た
投
資
、
技
術
、
人
財
の
自
由
な
移
動
が
加
速
し
、
新
興
国
中

心
に
経
済
発
展
の
大
き
な
果
実
を
も
た
ら
し
た
。
し
か
し
近
年
は
中
国
の
台
頭
に
伴
う
米
中
関
係
の
緊
迫
も
あ
り
、

グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
は
明
ら
か
な
停
滞
期
を
迎
え
て
い
る
。
歴
史
を
さ
か
の
ぼ
れ
ば
、
中
国
に
限
ら
ず
急
激

に
経
済
成
長
し
、
プ
レ
ゼ
ン
ス
を
高
め
た
国
が
先
行
す
る
国
の
批
判
を
浴
び
る
の
は
珍
し
い
こ
と
で
は
な
い
。
相

互
の
関
係
が
浅
い
時
代
に
は
意
識
さ
れ
な
か
っ
た
制
度
や
仕
組
み
の
差
異
が
相
手
国
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
拡
大
に
よ
り
、

異
質
な
、
場
合
に
よ
っ
て
は
不
当
な
障
壁
と
し
て
意
識
さ
れ
る
。

一
九
五
〇
年
代
に
は
、
欧
州
に
投
資
を
拡
大
し
経
済
プ
レ
ゼ
ン
ス
が
急
拡
大
し
た
米
国
企
業
が
欧
州
社
会
の
ナ

シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
や
保
護
主
義
的
感
情
の
高
ま
り
に
よ
り
さ
ま
ざ
ま
な
批
判
に
さ
ら
さ
れ
た
。
一
九
八
〇
年
代
後
半

に
は
、
日
本
も
同
様
の
批
判
に
直
面
す
る
。
こ
の
時
期
、
日
本
の
自
動
車
、
半
導
体
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
な
ど
の
対
米

輸
出
拡
大
に
よ
り
、
日
米
貿
易
摩
擦
が
緊
迫
化
し
た
。
流
通
市
場
の
閉
鎖
性
や
「
系
列
取
引
」
な
ど
が
米
国
と
異

な
る
不
公
正
な
商
慣
習
・
制
度
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
、
そ
れ
ら
を
基
盤
に
し
た
日
本
企
業
の
輸
出
拡
大
に
よ
っ

て
米
国
企
業
の
経
営
が
悪
化
し
、
従
業
員
の
レ
イ
オ
フ
や
工
場
閉
鎖
に
追
い
込
ま
れ
て
い
る
と
の
批
判
が
連
邦
政

府
、
議
会
、
そ
し
て
米
国
社
会
へ
と
広
が
っ
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
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